
2021.5.1	 №174	 令和3年2月定例会の内容をわかりやすくお伝えします。

なとり市議会だより

自宅でも楽しめる竹馬づくりなどを通
して、ふるさと愛島の魅力を発信・継
承する「愛島もりあげ隊」のみなさん

議員が聞いたこんなこと･････････････････ Ｐ２

空き家等の適切な管理を促進し､有効活用に    
つながる施策に取り組みます･･････････････P８

税金の使い道をチェックしました･･････････P10

Ｎ-ＷＡＴＣＨ（エヌ・ウオッチ） ･･･････････P16

CONTENTS



市議の

市の
Q＆A

なとり市議会だより 2

衛 生

一
般
質
問
を
含
め
た
本
会
議
の
内
容
は
、
録
画

で
も
配
信
し
て
い
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
議
会
中
継
」
か
ら
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

議
員
が
聞
い
た

　
　
　

こ
ん
な
こ
と

質
問
し
た
内
容

１ 

若
者
の
投
票
率
向
上
と
市
政
参
画

２ 

特
定
健
康
診
査
等
の
受
診
率
向
上

３ 

冬
季
の
公
衆
ト
イ
レ
の
維
持
管
理

QQ AA 　

凍
結
に
よ
る
使
用
不
可
や
冬

季
期
間
は
使
用
禁
止
と
し
て
い

る
公
衆
ト
イ
レ
が
多
い
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
中
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

る
の
か
。

　

気
温
の
冷
え
込
み
に
よ
る
蛇

口
の
凍
結
や
、
配
管
の
凍
結
破

損
が
懸
念
さ
れ
る
場
所
は
冬
季

使
用
不
可
と
し
て
い
る
。
凍
結

防
止
ヒ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て
も

構
造
上
凍
結
を
全
て
な
く
す
こ

と
は
困
難
な
た
め
、
一
定
の
使

用
制
限
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

コ
ロ
ナ
禍
の
今
、
公
衆
ト
イ
レ

は
公
園
な
ど
の
利
用
者
や
通
行

人
が
手
洗
い
を
目
的
に
使
用
す

る
こ
と
も
理
解
し
て
い
る
。
で

き
る
だ
け
不
便
な
く
利
用
で
き

る
よ
う
、
配
管
部
分
の
保
温
状

態
の
確
認
や
ヒ
ー
タ
ー
設
置
の

可
能
性
な
ど
、
凍
結
防
止
対
策

を
検
討
し
て
い
く
。

　

公
衆
ト
イ
レ
は
、
市
民
が
い

つ
で
も
安
心
し
て
使
用
で
き
る

よ
う
維
持
管
理
を
す
べ
き
。

　

日
常
の
維
持
管
理
は
、
毎
日

の
清
掃
や
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ

ー
の
補
充
を
業
者
に
委
託
し
て

い
る
。
室
内
灯
の
球
切
れ
や
破

損
部
品
の
交
換
な
ど
、
簡
易
的

な
修
理
は
直
接
職
員
が
行
う
こ

と
も
あ
る
が
、
凍
結
し
て
漏
水

し
た
場
合
は
、
給
水
管
の
ど
こ

で
漏
水
し
て
い
る
か
分
か
ら
な

い
も
の
が
多
く
、
春
先
ま
で
修

繕
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
特
別
な
場
合
以
外
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
迅
速
に
対
応

で
き
る
よ
う
心
が
け
、
冬
季
で

も
市
民
が
安
心
し
て
使
用
で
き

る
よ
う
、
で
き
る
限
り
の
維
持

管
理
に
努
め
て
い
き
た
い
。

公
衆
ト
イ
レ
は
冬
季
も
安
心
し
て

使
用
で
き
る
維
持
管
理
を

菊地　昌夫

一
般
質
問
と
は

般

一

質

問

　

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内
容
に
つ
い

て
、
市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を
行
い
ま
す
。

　

2
月
定
例
会
で
は
、
12
人
の
議
員
か
ら
26
項
目
の

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
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質
問
し
た
内
容

１ 

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
た
取
組

２ 

教
育
機
会
確
保
法

質
問
し
た
内
容

１ 

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

２ 

子
供
の
近
視

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
の
利
用
に

助
成
制
度
を
設
け
る
べ
き

超
近
視
時
代
に
生
き
る

子
供
た
ち
の
目
を
守
る
取
組
を

Q

Q

Q

QQ

Q

A

A

A

AA

A

教 育

教 育

　

不
登
校
の
児
童
生
徒
の
現
状

は
。

　

令
和
３
年
１
月
末
現
在
、
30

日
以
上
欠
席
し
て
い
る
不
登
校

児
童
生
徒
は
、
小
学
校
60
名
、

中
学
校
１
０
０
名
と
な
っ
て
い

る
。

　

文
部
科
学
省
は
「
義
務
教
育

の
段
階
に
お
け
る
普
通
教
育
に

相
当
す
る
教
育
の
機
会
の
確
保

等
に
関
す
る
基
本
指
針
」
を
策

定
し
「
特
に
経
済
的
に
困
窮
し

た
家
庭
を
対
象
と
し
て
、
民
間

の
団
体
等
学
校
以
外
の
場
で
学

習
等
を
行
う
、
不
登
校
児
童
生

徒
に
対
す
る
必
要
な
支
援
に
つ

い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果

に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
」
と
あ
る
。

　

本
市
で
も
経
済
的
理
由
に
よ

り
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
や
自
宅
で

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
を
活
用
し
た
学
習

活
動
を
受
け
ら
れ
な
い
児
童
生

徒
に
対
し
助
成
制
度
を
設
け
る

べ
き
。

　

は
な
も
も
教
室
と
け
や
き
教

室
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
、
学

習
指
導
要
録
上
出
席
扱
い
と
し

　
「
目
に
と
っ
て
か
つ
て
な
い

危
険
な
時
代
に
な
っ
て
い
る
」

と
言
わ
れ
て
い
る
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
の
取
組
の
中
、

そ
の
認
識
は
あ
る
か
。

　

文
部
科
学
省
の
「
令
和
元
年

度
学
校
保
健
統
計
調
査
」
の
結

果
で
は
、
裸
眼
視
力
１
・
０
未

満
の
割
合
が
、
小
中
高
い
ず
れ

も
過
去
最
多
で
あ
っ
た
。
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
が
児
童
生
徒
１
人

１
台
に
な
り
、
十
分
な
配
慮
が

必
要
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

　

通
常
の
視
力
検
査
で
は
分
か

ら
な
い
子
供
の
近
視
を
把
握
す

る
た
め
、
文
部
科
学
省
が
全
国

９
０
０
０
人
の
小
中
学
生
を
対

象
に
、
目
の
奥
に
あ
る
眼
軸
の

長
さ
の
大
規
模
調
査
を
初
め
て

行
う
。30
㌢
㍍
以
内
を
見
る「
近

業
」
の
増
加
が
、
近
視
の
進
行

の
大
き
な
原
因
と
言
わ
れ
て
い

る
。
早
期
に
対
策
す
べ
き
。

　

端
末
使
用
時
に
、
前
か
が
み

に
な
る
傾
向
が
あ
る
。
文
部

科
学
省
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で

は
、
姿
勢
を
良
く
す
る
と
と
も

に
、
端
末
の
角
度
を
見
や
す
く

て
い
る
学
校
外
の
施
設
に
通
う

児
童
生
徒
に
は
交
通
費
を
助
成

し
て
い
る
。
児
童
生
徒
が
自
宅

で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
を
活
用
し
た
学
習

活
動
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
は

現
在
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

新
潟
県
上
越
市
で
は
「
フ
リ

ー
ス
ク
ー
ル
等
利
用
支
援
補
助

金
」
を
交
付
し
て
い
る
。
本
市

で
も
取
り
組
む
べ
き
。

　

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の
通
学

費
に
つ
い
て
は
、
遠
距
離
通
学

費
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。

授
業
料
等
の
助
成
に
つ
い
て
は
、

早
急
に
実
施
す
る
の
は
課
題
も

あ
り
難
し
い
。

調
節
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
常
時
で
は
な
く
効

果
的
な
場
面
で
の
活
用
を
指
導

し
て
い
る
。

　

近
い
と
こ
ろ
を
20
分
間
見
た

ら
、20
㌳
（
約
６
㍍
）
以
上
先
を
、

20
秒
間
見
る
「
３
つ
の
20
」
や
、

１
日
約
２
時
間
は
屋
外
で
活
動

し
、
十
分
な
光
を
浴
び
る
こ
と

な
ど
が
近
視
の
予
防
に
効
果
が

あ
る
と
さ
れ
る
。
取
り
組
む
べ

き
。

　

端
末
を
一
定
時
間
使
用
し
た

ら
、
黒
板
に
注
目
さ
せ
る
こ
と

や
外
遊
び
を
推
奨
す
る
な
ど
の

働
き
か
け
を
指
導
し
た
い
。

小野寺 美穂

菊地　　忍	



市議の

市の
Q＆A

なとり市議会だより 4

被
災
地
の
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
べ
き

本
市
独
自
に
35
人
学
級
の

実
現
を
目
指
す
べ
き

政 策

教 育

Q

QQ Q

Q

Q

Q Q

Q

A A A

AA

A

AAA

質
問
し
た
内
容

１ 

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
、被

災
地
の
現
状
と
課
題

２ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
脅
威
が
落
ち
着
い
た
後
を
見

据
え
た
地
方
創
生
事
業

質
問
し
た
内
容

１ 

35
人
学
級
の
実
施

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
が

経
過
す
る
被
災
地
の
ま
ち
づ
く

り
の
現
在
の
状
況
は
。

　

閖
上
地
区
の
人
口
は
１
月
末

現
在
、
７
６
０
世
帯
、
１
６
５

７
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

イ
ン
フ
ラ
整
備
は
、
道
路
、

上
下
水
道
や
学
校
、
公
民
館
な

ど
が
整
備
さ
れ
、
ま
ち
と
し
て

の
機
能
は
ほ
ぼ
整
い
つ
つ
あ
る
。

　

病
院
の
誘
致
の
状
況
は
。

　

問
合
せ
は
来
て
い
る
が
誘
致

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
今
後
も

情
報
収
集
を
進
め
た
い
。

　

多
く
の
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
の
問
題
は
、
高
齢
化
と
人

口
減
少
が
一
気
に
進
ん
だ
こ
と

に
あ
る
。
被
災
地
の
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
は
引
き
続
き

様
々
な
手
を
打
ち
、
進
め
る
べ

き
。

　

引
き
続
き
企
業
誘
致
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
閖
上
の
回
遊

性
を
高
め
る
た
め
の
観
光
の
仕

掛
け
づ
く
り
、
換
地
用
地
の
利

用
促
進
に
よ
る
定
住
人
口
の
拡

大
な
ど
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　

地
震
発
生
時
に
津
波
に
関
す

る
情
報
を
迅
速
に
伝
え
る
た
め

の
手
段
を
常
に
模
索
し
、
効
果

的
な
も
の
を
取
り
入
れ
て
い
く

べ
き
。

　

市
民
へ
の
迅
速
か
つ
確
実
な

情
報
の
伝
達
に
努
め
な
が
ら
、

効
果
的
な
情
報
伝
達
手
段
に
つ

い
て
研
究
し
た
い
。

　

地
震
に
よ
り
津
波
が
来
る
、

ま
た
は
津
波
の
心
配
が
な
い
と

い
う
と
き
で
も
、
沿
岸
部
の
地

域
、
市
民
に
情
報
を
発
信
す
べ

き
。

　

ど
の
よ
う
な
形
で
お
伝
え
で

き
る
か
、
考
え
て
い
き
た
い
。

　

本
市
の
小
中
義
務
教
育
学
校

の
学
級
編
成
の
現
状
は
。

　

国
の
基
準
に
の
っ
と
り
、
小

学
校
１
年
生
は
35
人
学
級
で
あ

る
。
ま
た
、
宮
城
県
の
学
級
編

成
弾
力
化
事
業
に
よ
り
小
学
校

２
年
生
と
中
学
校
１
年
生
が
35

人
学
級
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の

学
年
は
40
人
学
級
で
あ
る
。

　

35
人
学
級
の
実
施
に
向
け
、

学
級
数
に
応
じ
た
教
室
の
整
備

や
教
職
員
の
増
員
等
に
必
要
な

予
算
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
。

　

国
が
進
め
る
段
階
的
な
35
人

学
級
の
実
施
に
向
け
試
算
し
た
。

令
和
３
年
度
か
ら
令
和
７
年
度

の
間
に
小
学
校
と
義
務
教
育
学

校
前
期
課
程
で
合
計
14
学
級
が

増
加
す
る
。
教
室
不
足
の
場
合

は
整
備
を
検
討
し
、
教
職
員
は
、

学
級
数
に
見
合
う
よ
う
配
置
さ

れ
る
。

　

本
市
独
自
で
小
学
校
３
年
生

か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
段
階

的
に
35
人
学
級
を
実
施
す
べ
き
。

　

必
要
と
な
る
教
員
の
確
保
と

と
も
に
、
教
員
の
待
遇
や
学
級

増
に
よ
る
教
室
の
増
設
、
備
品

の
準
備
等
に
十
分
な
予
算
措
置

が
必
要
で
あ
る
。
課
題
が
多
く
、

市
単
独
で
の
実
施
は
難
し
い
。

　

国
と
県
に
対
し
て
、
35
人
学

級
の
実
施
に
必
要
な
教
職
員
の

増
員
と
予
算
措
置
を
強
く
働
き

か
け
る
べ
き
。

　

35
人
学
級
実
現
と
必
要
な
教

職
員
の
増
員
、
予
算
措
置
に
つ

い
て
教
育
長
協
議
会
等
を
通
し

て
、
早
期
実
現
を
働
き
か
け
て

き
た
。
小
学
校
の
教
職
員
の
増

員
と
予
算
措
置
を
引
き
続
き
要

望
す
る
と
と
も
に
、
中
学
校
の

35
人
学
級
に
つ
い
て
も
継
続
し

て
要
望
し
た
い
。

荒川　洋平

笹森　　波
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新
た
な
姉
妹
都
市
の
締
結
に

向
け
て
取
り
組
む
べ
き

地
域
の
特
性
と
魅
力
を
最
大
限

引
き
出
す
た
め
の
方
策
を

政 策

政 策

Q

Q

Q

Q

A

A

AA

質
問
し
た
内
容

１ 

宮
城
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
名

取
市
内
で
の
存
続
と
医
療
機
能

の
充
実

２ 

滞
在
型
観
光
の
振
興

３ 

交
流
人
口
の
拡
大

質
問
し
た
内
容

１ 

本
市
に
お
け
る
地
域
の
特
性
と

魅
力
を
最
大
限
引
き
出
す
た
め

の
方
策

千葉　栄幸

　

本
市
と
岩
沼
市
は
、
宮
城
県

と
仙
台
空
港
の
24
時
間
化
に
向

け
た
覚
書
を
締
結
し
た
。
本
市

の
重
点
施
策
事
業
で
あ
る
「
仙

台
空
港
を
核
と
し
た
周
辺
地
域

の
発
展
と
観
光
誘
客
に
向
け
た

仕
掛
け
づ
く
り
」
の
一
助
に
な

っ
た
と
考
え
る
が
、
今
後
の
対

応
と
課
題
は
。

　

空
港
と
共
生
す
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
関

係
住
民
の
方
々
の
理
解
と
協
力

が
不
可
欠
で
あ
り
、
地
域
と
約

束
し
た
地
域
振
興
策
の
実
現
に

全
力
で
取
り
組
む
。

　

そ
の
上
で
市
全
域
に
便
益
が

及
ぶ
地
域
振
興
策
と
し
て
、
杉

ケ
袋
南
地
区
及
び
仙
台
東
部
道

路
仙
台
空
港
Ｉ
Ｃ
周
辺
へ
の
産

業
基
盤
整
備
に
よ
る
産
業
集
積

の
促
進
を
県
に
要
望
し
て
い
る
。

　

岩
沼
市
に
お
い
て
、
地
域
振

興
策
と
し
て
「
空
の
駅
」
の
誘

致
や
仙
台
空
港
ア
ク
セ
ス
線
の

延
伸
等
を
要
望
し
た
と
の
報
道

が
な
さ
れ
た
。
調
和
の
と
れ
た

空
港
周
辺
整
備
が
行
わ
れ
る
よ

う
、
岩
沼
市
と
さ
ら
な
る
連
携

強
化
を
図
る
べ
き
。

　

空
港
周
辺
の
開
発
整
備
は
、

本
市
に
お
い
て
も
そ
の
効
果
は

大
き
い
こ
と
か
ら
「
空
の
駅
」

を
は
じ
め
、
空
港
Ｉ
Ｃ
周
辺
の

開
発
及
び
関
連
道
路
の
整
備
等
、

岩
沼
市
と
連
携
を
密
に
、
今
後

と
も
空
港
周
辺
地
域
の
活
性
化

を
目
指
し
取
り
組
む
。

　

増
田
小
学
校
で
は
児
童
の
思

い
に
よ
り
、
地
元
特
産
の
「
仙

台
せ
り
」
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が

考
案
さ
れ
た
。
Ｐ
Ｒ
に
活
用
す

べ
き
。

　

仙
台
せ
り
振
興
協
議
会
へ
提

案
し
た
い
。

　

人
口
減
少
は
「
静
か
な
る
危

機
」
と
呼
ば
れ
、
経
済
規
模
の

縮
小
や
生
活
水
準
の
低
下
を
招

き
、
地
域
の
存
続
す
ら
危
う
く

な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

長
期
総
合
計
画
を
再
構
成
し

て
策
定
し
た
名
取
市
地
方
創
生

総
合
戦
略
版
で
は
、
本
市
の
人

口
は
２
０
３
３
年
を
ピ
ー
ク
に

そ
の
後
減
少
に
転
じ
る
と
予
測

し
て
い
る
。
そ
の
対
策
と
し
て

「
名
取
市
と
の
つ
な
が
り
を
築

き
、
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ

く
る
」
と
の
基
本
目
標
を
掲
げ

て
お
り
、
人
や
も
の
の
交
流
を

活
発
化
す
る
こ
と
で
地
域
を
活

性
化
し
、
雇
用
を
守
る
こ
と
で

働
く
人
の
生
活
が
豊
か
に
な
っ

た
と
実
感
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
目
標
の
実
現
に
向
け
て
、

文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
、
産
業
等
の

幅
広
い
分
野
で
官
民
挙
げ
た
交

流
が
必
要
で
、
特
に
姉
妹
都
市

交
流
は
大
切
な
取
組
で
あ
る
。

　

地
域
活
性
化
及
び
創
造
的
復

興
の
推
進
の
た
め
、
国
内
外
と

の
交
流
を
深
め
、
新
た
な
姉
妹

都
市
の
締
結
に
向
け
て
取
り
組

む
べ
き
。

　

地
域
に
活
力
を
生
み
出
し
、

震
災
以
前
よ
り
も
よ
り
良
い
状

態
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
交

流
人
口
を
増
や
す
こ
と
が
有
効

で
あ
る
。
新
た
な
姉
妹
都
市
締

結
に
つ
い
て
は
、
第
六
次
長
期

総
合
計
画
に
国
際
的
な
交
流
活

動
の
推
進
を
掲
げ
て
い
る
。
中

学
生
海
外
派
遣
事
業
の
派
遣
都

市
や
、
国
際
化
の
進
展
に
よ
り

新
た
な
結
び
つ
き
が
生
ま
れ
る

都
市
な
ど
と
姉
妹
都
市
提
携
に

つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
く
。

熊谷　克彦
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手
話
言
語
条
例
の
制
定
に

取
り
組
む
べ
き

国
民
健
康
保
険
制
度
の

改
善
を
図
る
べ
き

福 祉

保 険
Q QQ

QQQ

A A A

A A

A質
問
し
た
内
容

１ 

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
防
止

対
策

２ 

生
活
習
慣
病
対
策

３ 

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
組

質
問
し
た
内
容

１ 

国
民
健
康
保
険
制
度
の
現
況
と

今
後
の
改
善

２ 

下
増
田
児
童
セ
ン
タ
ー
西
棟（
通

称
Ｐ
ｉ
ｙ
ｏ
Ｐ
ｉ
ｙ
ｏ
ハ
ウ
ス
）の

利
活
用

３ 

二
世
帯
住
宅
で
の
保
育
料
の
問
題

４ 

高
齢
者
介
護
施
設
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　

国
民
健
康
保
険
の
財
政
調
整

基
金
の
直
近
３
か
年
の
残
高
は
。

　

平
成
30
年
度
末
で
13
億
７
７

３
５
万
６
０
０
０
円
、
令
和
元

年
度
末
で
12
億
５
７
９
１
万
２

０
０
０
円
、
令
和
３
年
２
月
１

日
現
在
で
12
億
１
８
０
６
万
３

０
０
０
円
で
あ
る
。

　

令
和
４
年
度
か
ら
、
国
は
子

供
の
均
等
割
の
減
免
制
度
を
導

入
予
定
で
あ
る
。
現
時
点
で
の

本
市
の
考
え
は
。

　

国
は
子
育
て
世
帯
の
経
済
的

負
担
軽
減
の
観
点
か
ら
、
未
就

学
児
を
対
象
に
、
国
民
健
康
保

険
税
の
均
等
割
を
、
令
和
４
年

度
か
ら
５
割
軽
減
す
る
。

　

現
時
点
で
は
、
国
の
方
針
に

の
っ
と
り
進
め
て
い
く
。

　

財
政
調
整
基
金
を
活
用
し
て
、

本
市
独
自
の
子
供
の
均
等
割
の

減
免
や
、
国
保
税
の
引
下
げ
を

す
べ
き
。

　

子
供
の
均
等
割
の
減
免
は
、

対
象
年
齢
や
実
施
時
期
な
ど
国

の
基
準
に
合
わ
せ
た
い
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
の

引
下
げ
は
、
令
和
元
年
度
よ
り

　

発
達
障
害
の
子
を
持
つ
親
の

子
育
て
支
援
と
し
て
、
障
が
い

の
特
性
を
踏
ま
え
た
褒
め
方
や

叱
り
方
を
学
ぶ
た
め
の
ペ
ア
レ

ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
導
入
す

べ
き
。

　

県
に
お
い
て
も
家
族
支
援
の

充
実
・
強
化
を
図
っ
て
お
り
、

「
ま
な
ウ
ェ
ル
み
や
ぎ
」
や
「
名

取
支
援
学
校
」
等
の
協
力
を
得

て
、
関
係
各
課
が
連
携
し
導
入

に
つ
い
て
調
査
・
研
究
し
て
い

く
。

　

そ
の
子
の
特
性
に
合
わ
せ
た

早
期
か
ら
の
教
育
、
療
育
を
す

る
こ
と
で
症
状
を
緩
和
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
。
本
市
の
早
期

発
見
に
向
け
た
取
組
と
早
期
療

育
の
支
援
は
。

　

幼
児
発
達
相
談
は
、
心
理
士

が
子
ど
も
の
発
達
検
査
や
相
談

を
行
い
、
精
神
発
達
や
心
理
状

況
を
明
ら
か
に
し
、
家
族
へ
の

個
別
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

障
害
者
基
本
法
に
お
い
て
手

話
は
音
声
言
語
と
同
様
に
言
語

で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
手
話
が
言
語
で
あ
る

財
政
調
整
基
金
を
活
用
し
た
税

率
改
正
を
行
い
、
資
産
割
を
廃

止
し
、
併
せ
て
税
率
も
引
き
下

げ
て
い
る
。

　

令
和
３
年
度
の
状
況
を
見
極

め
つ
つ
、
令
和
４
年
度
以
降
の

税
率
な
ど
は
、
引
き
続
き
検
討

を
重
ね
た
い
。

こ
と
を
市
民
が
正
し
く
理
解
し
、

手
話
の
普
及
や
手
話
を
使
用
し

や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
手
話
言
語

条
例
を
制
定
し
、
手
話
の
普
及

啓
発
を
図
る
べ
き
。

　

手
話
及
び
ろ
う
者
に
対
す
る

理
解
を
さ
ら
に
広
げ
、
手
話
を

使
用
で
き
る
環
境
を
整
え
、
安

心
し
て
手
話
を
使
用
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
共
生
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
令
和
３
年
度
の

早
い
段
階
で
の
条
例
制
定
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
く
。

齋　　浩美

菅原　和子
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Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
快
適
に
暮
ら
せ
る

電
子
自
治
体
を
目
指
し
て

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋（
※
）の
子
供
た
ち
を

排
除
し
な
い
学
校
に
す
べ
き

政 策

教 育

Q

QQ Q

Q

Q

Q AAA

A A

A

A

質
問
し
た
内
容

１ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

２ 

市
立
学
校
に
お
け
る
自
治
的
活

動
の
実
践

質
問
し
た
内
容

１ 

中
学
校
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の

取
組

２ 

多
様
性
を
認
め
る
暮
ら
し

　

庁
内
業
務
へ
の
Ｒ
Ｐ
Ａ（
※
）

導
入
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の

実
証
実
験
に
対
す
る
評
価
は
。

　

令
和
２
年
度
、
業
務
削
減
効

果
が
高
い
と
思
わ
れ
る
２
つ
の

業
務
で
試
験
的
に
導
入
し
た
。

財
政
課
の
業
務
で
１
８
５
時
間
、

保
健
セ
ン
タ
ー
の
業
務
で
７
９

３
時
間
の
削
減
効
果
が
あ
っ
た
。

今
回
の
成
果
を
踏
ま
え
、
順
次

拡
大
し
て
い
き
た
い
。

　

よ
り
多
く
の
業
務
で
Ｒ
Ｐ
Ａ

の
導
入
を
可
能
と
す
る
た
め
に
、

県
に
対
し
市
町
村
共
同
利
用
型

Ｒ
Ｐ
Ａ
の
推
進
を
要
請
す
べ
き
。

　

ラ
イ
セ
ン
ス
料
が
高
額
で
あ

る
た
め
、
県
単
位
で
の
共
同
利

用
は
コ
ス
ト
メ
リ
ッ
ト
が
見
込

ま
れ
、
知
識
や
手
順
の
共
有
が

期
待
で
き
る
有
効
な
手
段
の
一

つ
で
あ
る
。
機
会
を
捉
え
て
要

望
し
て
い
き
た
い
。

　

文
化
会
館
に
お
い
て
使
用
者

が
イ
ベ
ン
ト
等
を
オ
ン
ラ
イ
ン

中
継
す
る
際
、
ど
の
よ
う
な
支

障
が
あ
る
と
捉
え
て
い
る
の
か
。

　

臨
時
的
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

回
線
を
敷
設
す
る
な
ど
、
必
要

　

制
服
や
髪
型
な
ど
の
相
談
や

要
望
等
の
内
容
と
対
応
は
。

　

男
子
で
は
標
準
よ
り
も
あ
る

程
度
長
い
髪
型
を
認
め
て
い
る
。

女
子
で
は
男
子
用
の
ス
ラ
ッ
ク

ス
を
認
め
て
い
る
事
例
が
あ
る
。

　

制
服
か
私
服
か
と
い
う
二
極

化
の
視
点
で
は
な
く
、
選
択
肢

を
多
く
し
て
、
個
人
の
判
断
に

任
せ
る
、
校
則
で
押
さ
え
つ
け

る
の
で
は
な
く
、
自
由
な
雰
囲

気
で
、
自
分
で
考
え
判
断
す
る

環
境
を
整
え
る
こ
と
が
、
教
育

現
場
に
ふ
さ
わ
し
い
。
中
学
校

の
制
服
を
標
準
化
し
、
自
由
選

択
制
、
そ
し
て
私
服
も
認
め
る

自
由
化
に
向
け
て
広
く
意
見
を

聞
い
て
取
り
組
む
べ
き
。

　

制
服
の
自
由
選
択
制
や
自
由

化
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の
経

済
的
負
担
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

な
ど
、
様
々
な
角
度
か
ら
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
り
、
今
後
研

究
し
た
い
。

　

誰
に
も
相
談
で
き
ず
悩
み
、

も
が
い
て
い
る
子
供
が
、
１
学

級
に
２
、３
人
い
て
様
々
な
抑

圧
の
中
で
、
自
殺
念
慮
、
自
傷
、

な
準
備
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
る
。
そ
の
際
、
臨
時
回
線

の
敷
設
・
撤
去
の
日
程
調
整
も

必
要
と
な
る
。

　

文
化
会
館
の
ホ
ー
ル
等
に
使

用
者
向
け
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

通
信
環
境
を
整
備
す
べ
き
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
予
防
対
策
と
し

て
、
音
楽
や
演
劇
等
の
映
像
も

オ
ン
ラ
イ
ン
で
配
信
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
イ
ベ
ン
ト
等
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
が
人
と

人
を
結
び
つ
け
る
代
替
手
段
と

し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
通
信

環
境
を
整
備
す
る
こ
と
を
検
討

し
た
い
。

自
殺
未
遂
、
不
登
校
な
ど
に
陥

る
傾
向
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い

る
。
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
か

ら
、
性
の
多
様
性
を
適
切
に
教

え
る
体
制
と
、
相
談
支
援
の
確

保
が
必
要
で
あ
る
。
保
健
室
へ

の
レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ラ
ッ
グ
の
掲

示
な
ど
、
で
き
る
こ
と
か
ら
取

り
組
み
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
教
育
環
境
の
整
備
を
図
る
べ

き
。

　

性
の
問
題
に
限
ら
ず
、
国
籍

や
特
別
支
援
教
育
な
ど
、
学
校

教
育
に
お
け
る
「
多
様
性
」
と
、

悩
み
な
ど
を
我
慢
す
る
こ
と
な

く
相
談
で
き
る
環
境
づ
く
り
は

大
き
な
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

大久保 主計

吉田　　良

※
Ｒ
Ｐ
Ａ
と
は
…

　

ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
・
プ
ロ
セ
ス
・

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
の
略
称
で
、

定
型
的
な
事
務
作
業
を
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
よ
り
自
動
化
し
、
業
務
効
率

化
や
コ
ス
ト
削
減
を
図
る
取
組
。

※
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
と
は
…

　

エ
ル
・
ジ
ー
・
ビ
ー
・
テ
ィ
ー
・

キ
ュ
ー
・
プ
ラ
ス
。
性
の
多
様
性

に
お
い
て
数
が
少
な
い
人
で
あ
る

「
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」
の
総
称

の
一
つ
。
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生 涯
学 習

● 

２
月
定
例
会　

議
案
審
議 

●

名
取
市
の

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

２
月
定
例
会
の
議
案
は

　

市
長
提
出
議
案 

 

条
例 ･･･････････････

15
件

 

新
年
度
予
算 ･････････

10
件

 

補
正
予
算 ･･･････････

12
件

 

同
意 ･･･････････････

17
件 

 

議
決
案 ･････････････

５
件

　

議
員
提
出
議
案

 

会
議
規
則 ･･･････････

１
件

 

　
　
　
　
　
　

 

計
60
件

２
月
定
例
会　

会
期　

２
月
19
日
〜
３
月
18
日

提
出
さ
れ
た
議
案
の
概
要
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
議
案
の
概
要
と
審
議
結
果
」
を
ご
ら

ん
く
だ
さ
い
。

誰
も
が
利
用
し
や
す
い

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を

QQ

Q

A A

A質
問
し
た
内
容

１ 

図
書
館
の
利
用

　

図
書
館
に
来
館
し
な
く
て
も

パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
か
ら
読

書
を
楽
し
め
る
電
子
書
籍
を
導

入
す
べ
き
。

　

電
子
書
籍
は
、
ネ
ッ
ト
環
境

が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
読
書
を

楽
し
め
、
文
字
や
画
像
を
拡
大

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら

視
覚
障
が
い
者
の
読
書
に
も
大

変
役
立
つ
な
ど
、
多
く
の
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
。
一
方
、
公
共
図

書
館
向
け
電
子
書
籍
の
点
数
の

少
な
さ
や
種
類
の
偏
り
、
資
料

の
保
存
方
法
等
の
課
題
も
あ
る
。

導
入
に
当
た
っ
て
は
、
様
々
な

角
度
か
ら
研
究
を
進
め
た
い
。

　

図
書
館
へ
の
来
館
が
困
難
な

方
を
対
象
と
す
る
図
書
の
貸
出

し
の
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

　

身
体
に
障
害
が
あ
る
な
ど
、

来
館
が
困
難
な
方
に
対
し
、
郵

送
に
よ
る
貸
出
し
と
職
員
が
自

宅
に
届
け
る
配
送
貸
出
し
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

図
書
館
か
ら
遠
方
の
方
な
ど
、

借
り
た
い
本
を
最
寄
り
の
公
民

館
で
受
け
取
れ
る
サ
ー
ビ
ス
も

実
施
し
て
い
る
。

　

開
館
時
間
内
に
来
館
で
き
な

い
利
用
者
の
た
め
、
予
約
し
た

図
書
を
受
け
取
り
で
き
る
ロ
ッ

カ
ー
を
駅
等
に
設
置
す
べ
き
。

　

予
約
本
受
け
取
り
ロ
ッ
カ
ー

は
24
時
間
受
け
取
り
可
能
な
こ

と
か
ら
、
開
館
時
間
内
に
来
館

で
き
な
い
利
用
者
に
と
っ
て
は

大
変
便
利
な
も
の
で
あ
る
こ
と

は
認
識
し
て
い
る
。
現
時
点
で

は
、
設
置
す
る
考
え
は
持
っ
て

い
な
い
が
、
よ
り
多
く
の
方
に

図
書
館
を
利
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
の
貸
出
し
方
法
に
つ
い
て
、

今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

板橋　美保

名
取
市
空
家
等
の
適
切
な
管
理
及
び
有
効
活
用
の

促
進
に
関
す
る
条
例
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Q

Q

Q

Q

Q Q

Q

Q

A

A

A

A

A A

A

A

　

改
正
に
よ
っ
て
保
険
料
負
担

が
増
え
る
が
市
の
考
え
は
。

　

第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画

を
策
定
す
る
に
当
た
り
、
被
保

険
者
数
や
要
介
護
・
要
支
援
者

数
、
介
護
給
付
費
の
推
移
等
を

勘
案
し
保
険
料
を
算
定
し
た
。

安
定
し
た
介
護
保
険
事
業
を
運

営
す
る
た
め
、
や
む
を
得
な
い

改
定
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

　

保
険
料
を
引
き
上
げ
、
感
染

症
の
影
響
も
あ
る
中
で
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
へ
の
取
組
は
。

　

サ
ー
ビ
ス
内
容
に
変
更
は
な

い
が
、
事
業
所
に
は
十
分
な
感

　

条
例
の
周
知
方
法
は
。

　

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ

か
、
不
動
産
関
連
団
体
と
連
携

し
て
の
周
知
を
考
え
て
い
る
。

　
「
空
家
等
対
策
計
画
」
の
策

定
予
定
は
。

　

新
年
度
に
設
置
予
定
の
「
空

家
等
対
策
協
議
会
」
で
、
国
の

指
針
を
参
考
に
策
定
を
進
め
る
。

　

対
策
協
議
会
の
構
成
委
員
や

開
催
回
数
は
。

　

委
員
は
、
市
民
代
表
・
弁
護

士
・
学
識
経
験
者
・
不
動
産
や

金
融
機
関
等
の
関
係
者
を
想
定

し
て
お
り
、
年
５
回
程
度
の
開

染
症
対
策
を
講
じ
な
が
ら
サ
ー

ビ
ス
継
続
を
お
願
い
す
る
。
必

要
に
応
じ
て
指
導
を
行
い
た
い
。

　

準
備
基
金
取
崩
し
の
考
え
方

と
今
後
の
運
用
の
見
通
し
は
。

　

準
備
基
金
は
保
険
財
政
の
安

定
の
た
め
に
重
要
で
あ
る
。
決

算
剰
余
金
の
半
分
を
積
み
立
て

て
お
り
、
必
要
以
上
の
基
金
残

高
の
保
有
は
適
切
で
は
な
い
た

め
、
必
要
な
額
を
取
り
崩
し
、

今
回
の
保
険
料
を
算
定
し
た
。

３
年
後
の
次
期
計
画
策
定
時
に
、

基
金
の
残
高
を
考
慮
し
て
改
め

て
保
険
料
を
算
定
す
る
。

催
を
予
定
し
て
い
る
。

　

空
き
家
の
相
談
窓
口
は
。

　

な
と
り
の
魅
力
創
生
課
が
相

談
窓
口
と
な
る
。

　

応
急
措
置
の
規
定
が
あ
る
が

具
体
的
な
想
定
は
。

　

空
き
家
等
の
老
朽
化
な
ど
に

よ
り
、
近
隣
住
民
や
通
行
人
等

に
危
険
が
及
ぶ
状
態
を
回
避
す

る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず

る
も
の
で
、
剥
離
し
た
外
壁
や

落
下
し
そ
う
な
屋
根
瓦
の
撤
去

な
ど
を
行
う
こ
と
を
想
定
し
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
議
案
第
19
号
〕　

名
取
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

名
取
市
高
齢
者
福
祉
計
画
及
び
介
護
保
険
事
業
計
画
の
見
直
し

に
よ
り
、
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
介
護
保
険
料
率

を
改
定
す
る
た
め
、
必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　

市
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
保
護
し
、
良
好
な
生
活
環
境

の
保
全
を
図
る
た
め
の
空
き
家
等
対
策
に
加
え
、
移
住
・
定
住
に

つ
な
が
る
空
き
家
等
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
総
合
的
に
推
進
す
る

た
め
、
制
定
し
ま
す
。

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

介
護
保
険
事
業
計
画
の
見
直
し
に
よ
り　

介
護
保
険
料
率
を
改
定
し
ま
す

空
き
家
等
の
適
切
な
管
理
を
促
進
し
、

有
効
活
用
に
つ
な
が
る
施
策
に

取
り
組
み
ま
す

Pick up ２

Pick up １ 〔
議
案
第
15
号
〕
名
取
市
空
家
等
の
適
切
な
管
理
及
び
有
効
活
用
の

促
進
に
関
す
る
条
例
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税
金
の
使
い
道
を

　
　
　
　

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た

● 

令
和
３
年
度　

予
算
審
査 

●

財
務
常
任
委
員
会
の
内
容
は
、
録
画
で
も
配
信
し
て

い
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
議
会
中
継
」
か
ら

ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

　市長から提出された令和３年度予算について、
財務常任委員会において審査を行いました。
　財務常任委員会では、一般会計歳入・一般会計
歳出・特別会計・企業会計の全てを全体会で審査
しました。

一般会計・特別会計・企業会計総額

５３０億４，２１０万円

予算審査のスケジュール
日にち 内　容

３月８日（月）本会議（総括質疑）財務常任委員会（一般会計歳入補足説明）

10日（水）一般会計歳入

12日（金）一般会計歳出①（議会費～衛生費）

15日（月）一般会計歳出②（労働費～土木費）

16日（火）一般会計歳出③（消防費～予備費）

17日（水）特別会計・企業会計

18日（木）本会議（採決）

　新型コロナウイルス感染症対策に意を用いつつ、
引き続き名取市第六次長期総合計画の実現に向け、
多様な施策が盛り込まれ、各事業の内容や算定根
拠など、様々な角度から審査しました。
　新型コロナウイルス感染症の影響で、市税は９
年ぶりの減少、前年度比2.8㌫、３億2‚770万円
の減となり、地方交付税も臨時財政対策債への振
替分の増加により、前年度
比15㌫、４億2‚000万円の
減が見込まれています。な
お、不足する額は財政調整
基金及び減債基金からの繰
入れを行うと説明がありま
した。

市税は９年ぶりの減少と
なる厳しい見込みです

一般会計
歳　　入

　総務費では、空き家対策として、空家等対策協議
会を立ち上げ、空家等対策計画を策定すると説明
がありました。また、庁舎１階の売店向かい側を改
修し、こども支援課を移動することと、視覚障害
誘導用ブロックの貼り替えを行うと説明がありま
した。
　民生費では、子ども家庭総合支援拠点を新たに
設置し、子育てに関し様々な事
情を抱える家庭への対応を進め
るとの説明がありました。
　衛生費では、安心して子育て
ができる環境づくりとして、新
たに産婦健康診査事業及び母子
手帳アプリの導入をするとの説
明がありました。

産婦健康診査事業及び
母子手帳アプリを導入
します

一般会計
歳 出 ①
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　農林水産業費では、新たに館腰南地区のほ場整
備事業に取り組むため、目標や課題等の整理を行
うとの説明がありました。
　商工費では、なとり夏まつりについて閖上地区
での開催を検討しているほか、ポストコロナを見
据えたサイクルツーリズムの促進や、貞山運河舟
運事業での新たな船着場の整備に取り組むと説明
がありました。
　土木費では、館腰駅東西の公衆トイレのバリア
フリー化等の改修が行われるほか、中心市街地の
にぎわい再生と魅力ある
生活空間の整備実現に向
け、名取駅東地区にぎわ
い再生基本計画の策定に
着手するとの説明があり
ました。

　国民健康保険特別会計では、引き続き特定健診・
特定保健指導事業に取り組み、健康づくりの意識啓
発を推進し、市民の健康保持に努めると説明があり
ました。
　介護保険特別会計では、新たに名取中部地域包
括支援センターを開設し、市内４か所の地域包括支
援センター体制により、地域に密着した高齢者支援
や、認知症の人に優しい地域づくりの充実に努めると
説明がありました。
　水道事業会計では、市内を４地区に分けローテー
ションで漏水調査を実施し
ており、令和３年度は県道
仙台館腰線から西側の地
区を重点的に調査するとの
説明がありました。

　消防費では、増田地区ほか４地区の防災マニュ
アルの見直しを行うほか、老朽化・狭隘化が進ん
でいる手倉田出張所の移転改築の基本設計を行う
との説明がありました。
　教育費では、引き続き、小中学校の特別支援教育
支援員を配置するほか、子どもの心のケアハウス
やスクールソーシャルワーカーの活用等で、不登
校をはじめ様々な問題を抱える児童生徒へのきめ
細やかな対応を行うとの説明がありました。
　また、名取市文化会館
長期修繕計画に基づく
大規模修繕に取り組む
ほか、旧中沢家住宅に洋
式トイレを設置すると
説明がありました。

貞山運河の新たな船着場
整備に取り組みます

名取中部地域包括支援
センターを新設します

文化会館大規模修繕が
行われます

一般会計
歳 出 ②

特別会計
企業会計

一般会計
歳 出 ③

QQ AA 　

歳
入
減
に
よ
る
補
塡
措
置
は
。

　

地
方
特
例
交
付
金
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
地
方
税
減
収
補
塡
特
別
交
付
金
の
追
加
を
見
込
み
、

臨
時
財
政
対
策
債
で
減
収
補
塡
措
置
を
講
じ
た
。
収
支

の
不
足
額
は
19
億
６
６
４
２
万
７
０
０
０
円
と
な
り
、

減
債
基
金
及
び
財
政
調
整
基
金
の
繰
入
れ
で
財
源
不
足

の
解
消
を
図
っ
て
い
る
。

　

学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
は
。

　

授
業
・
技
術
支
援
等
の
外
部
委
託
や
校
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
強
靭
化
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
等
を
計
画
し
て
い
る
。

　

教
員
の
指
導
力
向
上
の
た
め
必
要
な
研
修
を
計
画
的

に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
県
が
主
催
す
る
研
修
会
に
教

員
を
派
遣
し
、
高
度
Ｉ
Ｃ
Ｔ
人
材
の
育
成
を
行
う
計
画

で
あ
る
。

学校のＩＣＴ環境整備の取組は

総括質疑１
会派名 なとりグローバルネット未来 及川　秀一 議員
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Q QQA A A　

昨
年
３
月
に
「
復
興
達
成
宣
言
」
を
行
っ
た
が
、
そ

の
後
の
被
災
者
支
援
は
ど
の
よ
う
な
点
に
意
を
用
い
て

進
め
る
の
か
。

　

今
後
の
取
組
と
し
て
、
閖
上
地
区
を
主
体
に
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
生
や
見
守
り
支
援
を
、
令
和
３

年
度
も
引
き
続
き
実
施
す
る
。
現
在
行
っ
て
い
る
町
内

会
、
管
理
組
合
へ
の
運
営
支
援
や
サ
ロ
ン
事
業
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
支
援
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
民
生

委
員
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
を
密
に
し
、

訪
問
に
よ
る
見
守
り
支
援
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
サ
ロ

ン
事
業
へ
の
参
加
の
声
が
け
を
行
な
い
な
が
ら
、
安
否

確
認
を
兼
ね
た
ひ
き
こ
も
り
防
止
対
策
を
図
る
。

　

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
観
光
振
興
の
取
組
と
し

て
、
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
促
進
に
向
け
、
ど
の
よ

う
な
環
境
整
備
を
図
る
の
か
。

　

サ
イ
ク
ル
ラ
ッ
ク
を
公
共
施
設
等
に
設
置
す
る
ほ
か
、

飲
食
店
等
に
対
す
る
「
サ
イ
ク
ル
ラ
ッ
ク
設
置
補
助
金

制
度
」
の
創
設
に
よ
り
、
環
境
整
備
に
取
り
組
む
。

　

貞
山
運
河
舟
運
事
業
に
つ
い
て
、
新
た
な
船
着
場
を

整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
利
用
客
増
を
ど
の
く
ら
い
見
込

ん
で
い
る
の
か
。

　

新
た
な
船
着
場
を
「
か
わ
ま
ち
て
ら
す
閖
上
」
の
前

と
「
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
」
前
に
設
置
す
る
。

新
し
い
運
航
コ
ー
ス
の
日
曜
祝
日
の
利
用
客
数
は
、
約

７
５
０
名
と
見
込
ん
で
い
る
。

復興達成宣言後の被災者支援の取組は ポストコロナを見据えた観光振興は

総括質疑３
会派名 日本共産党議員団 笹森　 波 議員

総括質疑２
会派名 公明名取 菊地　 忍 議員

QQQQ AAA A 　

中
小
企
業
支
援
事
業
の
中
で
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
地

域
経
済
対
策
の
方
針
や
新
た
な
支
援
策
を
伺
う
。

　

経
営
基
盤
の
安
定
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
等
に
必
要
な
認
定
書
の
迅
速
な
発
行

や
、
経
営
環
境
変
化
対
策
資
金
保
証
料
補
助
金
の
交
付

に
よ
り
側
面
か
ら
支
援
す
る
。
ま
た
、
今
後
も
国
や
県

の
動
向
を
踏
ま
え
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
事
業
者
へ
の

追
加
支
援
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　

館
腰
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
整
備
事
業
補
助
金
の
内
容

は
。

　

東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
が
実
施
す
る
館
腰
駅
東

西
両
側
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
整
備
工
事
に
対
し
、
国
庫

補
助
の
対
象
と
な
る
工
事
費
の
３
分
の
１
相
当
の
補
助

金
を
交
付
す
る
も
の
。

　

中
小
企
業
・
飲
食
店
等
へ
の
経
営
基
盤
の
強
化
内
容

を
伺
う
。

　

名
取
市
中
小
企
業
振
興
資
金
を
利
用
す
る
際
に
負
担

す
る
信
用
保
証
料
を
市
が
全
額
補
給
す
る
。
ま
た
、
令

和
２
年
度
か
ら
経
営
発
達
支
援
事
業
費
と
し
て
名
取
市

商
工
会
へ
の
補
助
を
行
っ
て
お
り
、
事
業
者
の
経
営
分

析
等
の
実
施
を
引
き
続
き
支
援
し
て
い
く
。

　

小
中
学
校
長
寿
命
化
修
繕
事
業
の
箇
所
等
は
。

　

修
繕
箇
所
は
、
増
田
小
学
校
体
育
館
屋
根
修
繕
、
増

田
西
小
学
校
屋
根
外
壁
修
繕
、
ゆ
り
が
丘
小
学
校
ト
イ

レ
洋
式
化
修
繕
、
第
二
中
学
校
屋
根
外
壁
修
繕
の
４
か

所
で
あ
る
。
年
度
の
上
半
期
に
設
計
等
を
行
い
下
半
期

に
修
繕
を
行
う
。

コロナ禍における地域経済対策は小中学校長寿命化修繕事業の取組は

総括質疑４
会派名 名和会 大友　康信 議員

総括質疑５
会派名 青雲倶楽部 山田　龍太郎 議員

　



13 なとり市議会だより

賛成

反対 賛成

小野寺 美穂 議員

小野寺 美穂 議員 吉田　 良 議員

（一般会計）

（介護保険特別会計） （一般会計）

　東日本大震災から 10 年、コロナ禍において

も市民に寄り添う市政運営を求める。

　宮城県は令和２年度で被災者の健康実態調査

を打ち切るが、市として継続すべき。また、こ

れまで据え置きになっていた美田園北防災集団

移転団地の土地貸付の見直しが行われる。経年

により変化する対応には、丁寧な説明を求める。

生活保護費では、申請時の扶養照会が不要であ

る旨の国の通達に沿った対応をすべき。

　教職員の感染予防対策では、保健所に代わり

学校でＰＣＲ検査が行われる場合、保健所の指

導に従い、教育委員会から装備等も含めて統一

した指示と予防対策を求める。

　昨年、介護保険制度は開始から 20 年を迎え

た。人材不足が顕著で、制度の維持が困難であ

るとの声が自治体から多く上がっている。保険

料も当初の倍以上に引き上げられた。本市では、

滞納に対する制裁措置を取っていないとのこと

だが、保険あって介護なしの実態は全国的にも

深刻である。

　また、事業所はコロナ禍で過去最多の倒産件

数である。介護保険制度を維持するには、国庫

負担割合の引上げが不可欠である。人材不足や

経営で困難を抱えている事業所に対し、聞き取

り調査等を行い、必要な施策が何かを模索する

必要がある。

　一部の基金における利子収入について、国内

債権の運用による収入増を評価する。適正な運

用が行われているのかを可視化するため、運用

状況の報告を制度化するよう検討を求める。

　貞山運河舟運事業の新規航路整備が行われる

ことについて評価する。将来的に仙台市の藤

塚・井土浦地区まで運航ルートが拡大されるよ

う、事業者や仙台市などへ協議の場の設置を働

きかけることを望む。

　名取駅東地区におけるにぎわい再生に向けた

計画策定の開始を評価する。歩行者天国の社会

実験を行う方針を示し、住民や事業者などとの

間で、影響や効果を深く議論すべきと考える。

こ
の
よ
う
な
理
由
で
、

　
　

賛
成
・
反
対
し
ま
し
た

令
和
３
年
度　

予
算
審
査

討　

論
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No.１

人
事
案
件
に
同
意
し
ま
し
た

　

今
期
定
例
会
に
は
、
18
か
件
の
人
事
案
件
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
◎
農
業
委
員
会
委
員

　
（
２
月
19
日
上
程
・
同
日
原
案
同
意
）

　

入
間
川 

昭
一
氏
（
高
舘
吉
田
） 

布
田 　

順
一
氏
（
愛
島
笠
島
）

　

渡
邉 　

正
明
氏
（
手
倉
田
） 

相
澤 　

喜
美
氏
（
飯
野
坂
）

　

菊
地 

賢
一
郎
氏
（
上
余
田
） 

昆
布
谷 

功
治
氏
（
植
松
）

　

大
内 　

繁
徳
氏
（
下
余
田
） 

松
浦 　

岩
男
氏
（
牛
野
）

　

大
友 　

正
一
氏
（
杉
ケ
袋
） 

佐
伯 　

美
和
氏
（
高
舘
吉
田
）

　

入
間
川 

康
弘
氏
（
高
舘
吉
田
） 

引
地 　

長
一
氏
（
小
塚
原
）

　

洞
口 

ゆ
か
り
氏
（
大
曲
） 

松
浦 　

朋
子
氏
（
愛
島
笠
島
）

　

武
田 

由
美
子
氏
（
下
増
田
）

◎
人
権
擁
護
委
員

　
（
２
月
19
日
上
程
・
同
日
原
案
可
決
）

　
　

小
野 

美
智
也
氏
（
杜
せ
き
の
し
た
）

◎
副
市
長

　
（
３
月
５
日
上
程
・
同
日
原
案
同
意
）

　
　

我
妻 　
　

諭
氏
（
美
田
園
）

◎
副
市
長

　
（
３
月
18
日
上
程
・
同
日
原
案
同
意
）

　
　

門
脇 　

雅
之
氏
（
相
互
台
）

▼賛否が分かれたもの ※　○は賛成、×は反対

今期定例会において全会一致で可決した議案を含む、審議結果の一覧は、
市議会ホームページの「議案の概要と審議結果」をごらんください。

※地方自治法第116条の規定により、議長は表決に加わっておりません。

審議結果

会
議
名

提
出
者
議案番号 件　名

審
議
結
果

  議員名（議席番号順）
菊
地　

昌
夫

熊
谷　

克
彦

笹
森　
　

波

千
葉　

栄
幸

板
橋　

美
保

大
泉　

徳
子

大
久
保
主
計

齋　
　

浩
美

菅
原　

和
子

吉
田　
　

良

荒
川　

洋
平

大
友　

康
信

佐
々
木
哲
男

及
川　

秀
一

菊
地　
　

忍

小
野
寺
美
穂

郷
内　

良
治

丹
野　

政
喜

山
田
龍
太
郎

佐
藤　

正
博

第
２
回
定
例
会

市
長

議案第8号 令和３年度名取市介護保険特別会計予算 可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議案第14号 名取市総合福祉センター建設基金条例を　
廃止する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議案第19号 名取市介護保険条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
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○
消
防
署
手
倉
田
出
張
所
の
移
転
改
築
に
つ
い
て

　

施
設
が
老
朽
化
し
、
狭
隘
と
な
っ
て
い
る
手
倉
田
出
張
所
を
、
市

民
球
場
入
口
南
に
移
転
改
築
す
る
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

令
和
３
〜
５
年
度
に
か
け
て
設
計
・
整
備
を
行
い
、
令
和
６
年
度

の
開
所
を
目
標
と
す
る
考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

○
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て

　

平
成
10
年
に
基
金
を
設
置
し
、
整
備
が
検
討
さ
れ
て
い
た
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
求
め
ら
れ
る
機
能
の
ほ
と
ん
ど
が
実
施
、

代
替
済
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
基
金
を
廃
止
し
整
備
を
見
送
る
と
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

○ 

仙
台
空
港
の
運
用
時
間
延
長（
24
時
間
化
）に
対
す
る
市
の
対
応　

方
針
に
つ
い
て

　

宮
城
県
が
目
指
す
仙
台
空
港
の
運
用
時
間
延
長
（
24
時
間
化
）
に

市
と
し
て
同
意
し
、
騒
音
対
策
と
地
域
振
興
策
が
明
記
さ
れ
た
県
と

の
覚
書
締
結
に
向
け
て
事
務
を
進
め
る
考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

騒
音
対
策
に
は
、
延
長
時
間
帯
に
海
側
に
離
着
陸
す
る
優
先
滑
走

路
方
式
を
遵
守
す
る
こ
と
や
、
１
夜
間
の
離
着
陸
回
数
を
最
大
２
回

と
す
る
こ
と
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
域
の
振
興
に
向
け
た
取
組
と
し
て
、
空
港
周
辺
の
生
活

環
境
改
善
の
た
め
の
財
源
確
保
や
、
空
港
を
生
か
し
た
産
業
集
積
の

促
進
、
本
市
域
内
の
医
療
の
充
実
を
図
る
こ
と
な
ど
を
県
に
対
し
要

請
し
て
い
く
考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

No.２

No.４

No.３

議
員
協
議
会
（
１
月
21
日
）

議
員
協
議
会
（
２
月
４
日
）

第
１
回
臨
時
会
（
２
月
４
日
）

○ 

新
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

建
設
候
補
予
定
地
の
決
定
に

つ
い
て

　

新
た
な
一
般
廃
棄
物
最
終
処

分
場
の
建
設
候
補
予
定
地
と
し

て
、
公
募
に
基
づ
き
、
小
塚
原

字
西
土
手
外
地
内
の
３
万
４
９

４
２
平
方
㍍
を
選
定
し
た
こ
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

建
設
候
補
予
定
地
は
、
地
域

か
ら
応
募
が
あ
っ
た
箇
所
か
ら

ほ
場
整
備
事
業
中
の
農
地
を
除

き
、
隣
接
地
の
一
部
を
加
え
た

面
積
に
な
る
も
の
で
す
。

　

今
後
は
当
該
箇
所
を
建
設
候

補
予
定
地
と
し
て
亘
理
名
取
共

立
衛
生
処
理
組
合
に
報
告
し
た

上
で
、
組
合
が
行
う
適
地
調
査

の
結
果
、
建
設
可
能
と
判
断
さ

れ
た
場
合
に
は
、
改
め
て
市
が

建
設
候
補
地
と
し
て
正
式
に
決

定
し
、
組
合
に
再
度
の
報
告
を

行
う
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

○ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
実
施
に
つ
い
て

○ 
仙
台
空
港
の
運
用
時
間
延
長

（
24
時
間
化
）に
つ
い
て

○ 

議
案
第
２
号　

土
地
の
売
払

い
に
つ
い
て

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の

建
設
用
地
と
し
て
、
閖
上
地
区

の
土
地
７
５
０
０
・
14
平
方
㍍

を
社
会
福
祉
法
人
清
恵
会
に
１

億
７
８
５
０
万
３
３
３
２
円
で

売
払
う
こ
と
に
つ
い
て
、
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
は

令
和
４
年
２
月
の
開
設
を
目
指

し
、
整
備
が
進
め
ら
れ
る
と
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

○ 

議
案
第
３
号　

令
和
２
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
11

号
）に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業
と
し
て
、
接
種

券
の
送
付
や
予
約
受
付
、
集
団

接
種
な
ど
に
か
か
る
費
用
の
ほ

か
、
医
療
従
事
者
等
へ
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
対
す
る
負
担
金
な

ど
を
措
置
し
ま
し
た
。
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　早いもので改選から１年が過ぎました。
市民の皆様一人一人の夢と希望がかなえ
られるよう各議員が懸命に活動を行い、
また市当局に市民の声を届けるべく一般
質問・質疑等を行っていると実感してい
るところです。引き続き、精進を重ね市民
の負託に応えていきたいと思います。
　新型コロナウイルスワクチンの接種が

始まろうとしており、本市でも関連する
新年度予算が措置されました。医療従事
者等への接種後、高齢者・基礎疾患のある
方等から順次接種を行うと伺っています。
少しでも安全で安心な日常生活が戻り、
笑顔や活気があふれる街になるよう市議
会としても尽力していきたいと
思います。

編 集
後 記

令和３年６月定例会は、

６月10日（木）
開会予定です。

議会を読もう
　名取市議会だよりは、2月、5月、
8月、11 月に発行しています。
　バックナンバーは、ホームページ
でもごらんいただけます。

議会に参加しよう
　議会に対して陳情等を提出するこ
とができます。
　陳情とは、特定の事項について議
会などに実情を訴え、適切な措置を
要望することです。

議会を動画で見よう
　本会議の模様をインターネットで
中継（生中継・録画中継）していま
す。ぜひご活用ください。

会議録を読もう
　本会議及び財務常任委員会の会議
録をインターネットで公開していま
す。詳細な議論の内容の確認に、ぜ
ひご活用ください。

※ スマートフォンやタブレッ
ト端末での視聴にも対応し
ています。

委 員

熊谷　克彦

議会を傍聴しよう
　現在、新型コロナウイルスの感染
拡大防止のご協力を頂いておりま
す。詳しくは、市議会ホームページ
でご確認いただくか、議
会事務局へお問い合わせ
ください。

今号の表紙を飾ってくれた、愛島もりあげ隊の皆さん
からお話を伺いました。

阿部　新一 さん（左）
今野　久一 さん（右）

団体設立の目的は
　地元の自然や歴史などの資源を生かして子
供たちにふるさと愛島の魅力を継承し、新旧住
民の交流を深めることです。
これまでの活動内容は
　愛島産の竹を使っての流しそうめん会や蛍
の鑑賞会、親子で参加できる五社山の小学校卒
業登山、愛島の誕生由来を描いた演劇「愛島物
語」などを企画制作、公演しました。
今後の活動内容は
　愛島のよさを再確認してふるさと愛を深め、コ
ミュニティーを構築する企画を考案したいです。
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